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県要望
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
創
設
を

全
建
総
連
―
中
央
総
決
起
大
会
―

議
長
に
も
要
望

佐
世
保
市
長
〈
要
請
〉

県
北
振
興
局
長
〈
要
請
〉

去
る
十
一
月
二
十
七
日
、
建

設
長
崎
・
中
小
建
設
業
協
会
代

表
の
二
十
七
名
が
、
県
に
対
し

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
創
設
等

三
項
目
の
要
望
を
行
っ
た
。

相
川
執
行
委
員
長
（
会
長
）

は
「
リ
フ
ォ
ー
ム
は
、
創
用
創

出
や
十
五
倍
以
上
の
経
済
効
果

が
見
込
め
る
事
業
」
と
制
度
創

設
を
県
へ
強
く
要
望
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
石
塚
副
知
事

は
、
業
界
の
厳
し
い
状
況
に
は

理
解
を
示
し
た
も
の
の
「
他
県

の
事
例
を
見
極
め
て
い
き
た

い
」
と
答
え
る
に
と
ど
め
た
。

同
席
し
た
髙
比
良
元
県
議
や

楠
県
議
ら
総
勢
六
名
の
県
議
は

「
不
退
転
の
決
意
で
制
度
創
設

に
取
り
組
む
」
と
話
し
、
議
会

の
一
般
質
問
に
お
い
て
更
に
議

論
を
深
め
て
い
く
と
な
っ
た
。

小
規
模
改
修
事
業
費
一
〇
億

円
の
予
算
の
多
く
は
土
木
工
事

に
使
わ
れ
建
築
関
係
は
極
め
て

少
な
い
。
十
五
倍
以
上
の
経
済

効
果
の
あ
る
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

制
度
に
五
億
を
廻
し
、
創
設
す

れ
ば
雇
用
等
の
観
点
か
ら
も
効

果
は
大
で
あ
る
。

今
後
、
一
般
質
問
等
で
具
体

的
な
検
証
結
果
と
経
済
効
果
を

議
論
し
、
来
年
度
の
予
算
枠
に

何
ん
と
し
て
も
入
れ
さ
せ
る
よ

う
頑
張
る
こ
と
を
決
意
し
、
散

会
し
ま
し
た
。

「
衆
議
院
の
解
散
で
、
は
っ

き
り
し
た
回
答
は
得
ら
れ

ず
。」全建

総
連
一
一
・
二
一
予
算

要
求
中
央
決
起
大
会
が
行
わ
れ

る
中
、
午
後
一
時
よ
り
来
年
度

の
国
保
組
合
に
対
す
る
予
算
確

保
に
向
け
て
の
厚
労
省
保
険
局

へ
の
要
請
行
動
が
行
わ
れ
ま
し

た
。交

渉
に
は
全
建
総
連
の
三
浦

副
委
員
長
を
団
長
に
各
県
連
の

代
表
六
十
七
名
が
参
加
し
交
渉

に
臨
み
ま
し
た
。

厚
労
省
保
険
局
か
ら
は
中
村

国
保
課
長
が
公
務
の
た
め
千
原

国
保
課
長
補
佐
を
含
め
三
名
が

出
席
対
応
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
千
原
課
長
補
佐
よ
り

「
定
率
補
助
の
見
直
し
に
つ
い

て
は
、
来
年
度
予
算
に
は
組
み

入
れ
て
い
な
い
が
今
後
も
検
討

し
て
い
く
、
ま
た
資
格
関
係
に

つ
い
て
は
、
適
正
化
対
策
を
お

願
い
し
た
い
。」
と
の
言
及
が

あ
り
、
要
請
内
容
に
つ
い
て
項

目
毎
に
回
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

来
年
度
予
算
に
つ
い
て
は

「
財
務
省
は
高
額
医
療
費
共
同

事
業
な
ど
政
策
的
補
助
金
に
つ

い
て
は
一
〇
％
カ
ッ
ト
と
な
っ

て
い
る
が
現
行
水
準
確
保
で
き

る
よ
う
努
め
て
い
く
。
ま
た
概

算
要
求
額
の
減
額
部
分
に
つ
い

て
は
被
保
険
者
の
状
況
や
実
績

等
を
考
慮
し
た
も
の
で
減
額
し

た
わ
け
で
は
な
い
。」
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
参
加
し
た
仲
間
の
質
問

に
対
し
課
長
補
佐
は
、「
衆
議

院
の
解
散
で
今
後
の
政
局
が
ど

う
な
る
の
か
不
透
明
な
状
況
で

あ
る
た
め
、
現
在
は
っ
き
り
し

た
こ
と
は
言
え
な
い
。」
と
の

回
答
で
し
た
。

交
渉
全
体
と
し
て
は
、
衆
議

院
の
解
散
に
よ
り
予
算
編
成
も

ス
ト
ッ
プ
し
て
い
る
状
況
の
中
、

は
っ
き
り
と
し
た
回
答
は
得
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

建設国保の育成・強化、賃金引き上げを求める

▲石塚副知事に要望書を手渡す相川委員長（左）

同
日
、
県
議
会
議
長
室
に
相

川
会
長
他
二
十
三
名
に
吉
村
、

楠
、
高
比
良
、
浜
口
、
中
山
県

議
が
出
席
し
、
議
長
に
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
等
の
要
望

を
行
っ
た
。
渡
辺
議
長
か
ら
は
、

皆
さ
ん
の
声
を
議
会
の
中
に

し
っ
か
り
反
映
し
て
い
く
。
期

待
し
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
だ
っ

た
。

去
る
十
一
月
六

日
午
前
十
時
よ
り
、

佐
世
保
市
役
所
会

議
室
で
、
川
田
副

市
長
他
七
名
の
部

課
長
に
、
相
川
協

会
長
他
七
名
と
早

稲
田
、
古
家
市
議

で
要
請
。

副
市
長
に
要
請

書
を
手
渡
し
、
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
事
業
は
、
経
済

波
及
効
果
も
大
き
く
、
民
間
の

資
金
を
使
い
、
快
適
な
居
住
空

間
が
出
来
上
が
る
の
で
、
是
非
、

配
慮
願
い
た
い
と
要
請
。

副
市
長
か
ら
は
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
は
効
果
が

あ
る
仕
事
と
い
う
こ
と
は
認
識

し
て
い
る
。
今
後
と
も
対
応
し

た
い
。
Ｓ
Ｓ
Ｋ
の
問
題
で
市
に

も
色
々
と
相
談
が
あ
っ
て
い
る
。

落
ち
込
ん
で
い
る
製
造
業
の
経

済
対
策
と
内
部
健
全
化
対
策
の

両
輪
を
調
整
す
る
必
要
が
あ
る
。

公
共
事
業
は
一
定
規
模
大
切
な

も
の
で
あ
る
。
相
談
さ
せ
て
い

た
だ
き
な
が
ら
進
め
て
い
き
た

い
旨
、
答
弁
。
同
席
し
た
議
員

か
ら
も
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援

事
業
は
、
経
済
波
及
効
果
が
あ

り
、
住
民
、
市
、
業
者
の
三
者

に
と
っ
て
お
互
い
良
い
制
度
で

あ
る
。
是
非
継
続
し
て
頂
き
た

い
と
発
言
。

十
一
月
六
日
午
後
一
時
二
十

五
分
か
ら
、
県
北
振
興
局
特
別

会
議
室
で
、
伊
東
局
長
他
七
名

の
部
課
長
に
、
相
川
協
会
長
他

七
名
に
吉
村
県
議
が
同
席
。

冒
頭
、
相
川
協
会
長
か
ら
局

長
へ
要
請
書
を
手
渡
し
、
要
請

事
項
に
沿
っ
て
発
言
答
弁
を
求

め
ま
し
た
。

①
小
規
模
改
修
事
業
費
は
県

北
振
興
局
分
と
し
て
約
一
億
円

を
確
保
。
今
後
と
も
配
慮
。

②
若
手
後
継
者
育
成
に
関
し

て
は
、
入
り
や
す
い
環
境
整
備

に
努
め
た
い
。

③
建
設
労
務
単
価
に
つ
い
て

は
、
九
州
最
下
位
は
お
か
し
い
。

し
っ
か
り
と
本
庁
に
伝
え
た
い
。

④
耐
震
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な

ど
政
策
目
的
が
明
ら
か
な
も
の

は
予
算
計
上
。
皆
さ
ん
と
一
緒

に
な
っ
て
地
域
経
済
の
活
性
化

の
た
め
努
力
し
た
い
。

同
席
の
吉
村
県
議
か
ら
は
、

狭
い
意
味
で
の
政
策
目
標
で
な

く
効
果
が
期
待
で
き
る
リ

フ
ォ
ー
ム
は
、
長
崎
県
に
し
て

貰
わ
な
い
と
い
け
な
い
。
連
立

会
派
で
も
予
算
要
求
し
て
い
る

と
発
言
。

▲佐世保市長へ要請する代表
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【年末年始のお知らせ】
仕事納め 12月29日（土）
仕事初め 1月5日（土）
年末の事務処理は12月28日㈮まで
新年の通常業務は1月7日㈪より

本
多
常
秋
（
中
央
支
部
）

日
比
谷
公
園
に
到
着
し
大
勢
の
人

が
集
ま
っ
て
い
る
の
を
見
て
、
改
め

て
全
建
総
連
の
大
き
さ
を
痛
感
。
寒

い
中
で
の
集
会
で
し
た
が
、
参
加
者

の
熱
気
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
地

元
議
員
要
請
で
衆
・
参
の
議
員
会
館

に
入
り
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

岡
田

眞
（
平
戸
支
部
）

全
国
の
組
合
員
さ
ん
方
が
熱
心
に

話
を
聞
い
て
い
る
の
を
見
て
、
本
当

に
自
分
た
ち
の
仕
事
を
確
保
す
る
た

め
に
代
表
者
と
し
て
来
て
い
る
自
信

を
見
せ
つ
け
ら
れ
た
思
い
で
し
た
。

今
大
会
に
参
加
し
て
本
当
に
い
い

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

11・21
日比谷公園

厚
労
省
保
険
局
交
渉

島原支部事務所移転のお知らせ
〈新事務所住所〉
島原市門内町丙988‐8（電話）0957‐63‐1297

（
引
っ
越
し

12
月
5
〜
6
日
）

（
業
務
開
始

12
月
7
日
）

12

――全全国国よよりり55，，007744名名がが結結集集――

毎月1回15日発行 2012年（平成24年）12月15日発行建 設 長 崎第570号 （1974年5月30日 第3種郵便物認可）1�



�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�����������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

���������������������������������

豊
か
な
住
生
活
実
現
の
推
進

Ｇ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｓ
ま
ち
づ
く
り

島
原
支
部

十
一
月
十
八
日
㈰
、
南
島
原

市
深
江
公
民
館
に
て
、
毎
年
恒

例
の
「
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｓ
ま
ち

づ
く
り
・
住
ま
い
づ
く
り
フ
ェ

ア
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
深

江
町
産
業
ま
つ
り
ｉ
ｎ
南
島

原
」
と
同
時
開
催
と
な
っ
た
今

回
は
、
来
場
者
約
千
人
を
数
え
、

子
供
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
世
代
を
問

わ
ず
多
く
の
人
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

会
場
は
住
ま
い

に
関
す
る
二
十

ブ
ー
ス
が
軒
を
並

べ
ま
し
た
。
建
設

長
崎
島
原
支
部
と

㈳
長
崎
県
中
小
建

設
業
協
会
島
場
支

部
協
会
は
、
木
造

軸
組
に
よ
る
耐
震

実
演
や
深
江
建
築

組
合
が
中
心
と
な
っ
て
協
力
を

得
て
、
上
棟
式
と
大
工
さ
ん
直

伝
工
作
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

「
す
の
こ
作
り
」
と
「
ト
ロ
ッ

コ
列
車
作
り
」
を
行
い
ま
し
た

が
、
多
く
の
体
験
者
で
賑
わ
い
、

終
日
カ
ナ
ヅ
チ
を
叩
く
音
が
響

い
て
い
ま
し
た
。

当
日
は
澄
み
渡
る
秋
空
が
広

が
り
、
平
成
新
山
の
雄
大
な
姿

も
真
正
面
に
見
ら
れ
気
持
ち
が

良
い
天
気
で
し
た
。
地
域
住
民

の
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
も
出
来
、
そ
し
て
住
宅
・
建

築
に
関
す
る
情
報
発
信
を
広
く

皆
様
に
提
供
で
き
た
と
思
い
ま

す
。

（
島
原
支
部

立
野
）

十
一
月
十
八
日

㈰
、「
技
能
祭
〜

も
の
づ
く
り
フ
ェ

ス
タ
2
0
1
2
」

が
長
崎
市
浜
町

「
ベ
ル
ナ
ー
ド
観

光
通
り
」
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

今
年
で
十
一
回

目
と
な
る
会
場
に

は
、
県
下
の
各
地

区
技
能
士
会
を
は

じ
め
専
門
学
校
や

工
業
高
校
も
参
加

し
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、

県
産
業
労
働
部
の

江
村
遵
次
長
が

「
地
域
の
産
業
は
、

優
れ
た
技
術
や
技

能
を
も
つ
技
能
士

の
方
に
さ
さ
え
ら
れ
て
い
る
。

本
日
は
作
品
の
展
示
や
実
演
を

準
備
し
て
い
る
。
多
く
の
方
々

に
実
際
に
見
て
、
触
れ
て
、
体

験
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
中

村
知
事
の
あ
い
さ
つ
を
代
読
。

県
職
業
能
力
開
発
協
会
会
長

の
前
田
富
雄
会
長

は
「
近
年
は
県
民

の
方
々
に
も
親
し

ま
れ
る
催
し
と

な
っ
て
き
た
。
匠

の
技
の
披
露
も
行

わ
れ
る
が
、
も
の

づ
く
り
の
楽
し
さ

を
再
認
識
し
て
い

た
だ
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。

長
崎
技
能
士
会

は
建
設
長
崎
の
市

内
支
部
の
組
合
員

さ
ん
の
協
力
で
「
万
能
腰
掛
け

づ
く
り
」
の
制
作
体
験
コ
ー

ナ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
会
場
に

は
多
く
の
家
族
連
れ
が
訪
れ
、

技
能
士
の
皆
さ
ん
に
手
伝
っ
て

も
ら
い
な
が
ら
約
八
十
組
の
腰

掛
け
を
作
り
ま
し
た
。（
田
上
）

労労
働働
安安
全全
推推
進進
大大
会会

現
場
で
の
労
働
災
害
の
撲
滅

と
、
安
全
意
識
の
高
揚
を
目
的

に
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
「
建

設
長
崎
労
働
安
全
推
進
大
会
」

が
、
本
年
は
県
北
地
区
で
の
開

催
。
十
一
月
八
日
、
佐
世
保
市

労
働
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

総
勢
八
十
一
名
の
参
加
で
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
の
中
で
は
、
建
設
長
崎

労
働
保
険
事
務
組
合
の
加
入
事

業
所
の
中
よ
り
、
五
年
以
上
の

労
災
無
事
故
を
基
準
と
し
、
さ

ら
に
労
働
安
全
に
対
す
る
取
り

組
み
や
功
労
の
あ
っ
た
事
業
所

が
、
労
働
安
全
功
労
賞
と
し
て

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
佐
世
保
労
働
基
準
監

督
署
よ
り
、
安
全
衛
生
課
長
、

春
田
順
治
氏
を
お
招
き
し
て
、

「
木
造
住
宅
建
築
工
事
に
お
け

る
安
全
対
策
等
に
つ
い
て
」
と

題
し
、
最
近
の
佐
世
保
監
督
署

管
内
の
建
設
業
に
お
け
る
実
際

に
起
こ
っ
た
事
故
の
発
生
状
況

の
報
告
や
、
安
全
対
策
な
ど
に

つ
い
て
資
料
を
使
い
講
演
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
し
た
方
々
は
、
墜
落
・

転
落
な
ど
大
き
な
怪
我
に
つ
な

が
る
重
大
事
故
が
増
え
て
い
る

と
い
う
報
告
に
、
そ
の
安
全
対

策
に
つ
い
て
真
剣
な
面
持
ち
で

講
演
を
聞
か
れ
て
い
ま
し
た
。

大
会
の
最
後
に
は
、
平
戸
支

部
の
寺
田
支
部
長
が
、
安
全
の

誓
い
を
力
強
く
読
み
上
げ
、
気

持
を
新
た
に
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
労
働
災
害
撲
滅
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
誓
い
、

大
会
は
閉
会
し
ま
し
た
。

第
41
回
長
崎
県
技
能
士
大
会

技
能
尊
重
の
気
運
を
高
め
、

技
能
者
の
雇
用
の
安
定
・
社
会

的
地
位
の
向
上
を
目
指
す
こ
と

を
目
的
に
十
一
月
二
十
二
日
、

第
四
十
一
回
長
崎
県
技
能
士
大

会
が
長
崎
市
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

長
崎
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
長
崎
県
、
長
崎
県
技

能
士
会
連
合
会
、
長
崎
県
職
業

能
力
開
発
協
会
の
主
催
で
開
催

さ
れ
、
知
事
が
「
受
賞
の
栄
に

輝
か
れ
た
皆
様
に
深
く
敬
意
を

評
し
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
と
も
優
秀
な
技
能
を
発
揮

さ
れ
後
進
の
指
導
と
本
県
の
産

業
発
展
に
ご
尽
力
願
い
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。

県
職
業
能
力
開
発
協
会
の
前

田
富
雄
会
長
は
「
技
能
士
を
取

り
巻
く
環
境
は
、
著
し
い
技
術

革
新
の
進
展
と
国
際
化
な
ど
で

大
き
く
様
変
わ
り
し
、
よ
り
高

度
な
専
門
知
識
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
人
材
育
成
と
先
人
が

守
っ
て
き
た
技
能
を
継
承
し
て

い
た
だ
き
た
い
」と
述
べ
ま
し
た
。

平
成
二
十
四
年
前
期
技
能
検

定
で
は
一
級
九
十
三
名
、
二
級

百
七
十
一
名
、
三
級
百
七
十
七

名
、
単
一
級
十
一
名
の
合
計
四

百
五
十
二
名
に
合
格
証
書
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
の
中
で
は
、
平
成
二
十

四
年
秋
の
褒
章
で
「
黄
綬
褒

章
」
を
受
章
さ
れ
た
本
田

魂

さ
ん
（
瓦
葺
き
工
・
卓
越
技

能
）
ら
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

県
知
事
表
彰
で
は
「
優
れ
た

技
能
者
」
と
し
て
型
枠
大
工
の

本
田
岩
勝
さ
ん
（
雲
仙
市
）、

瓦
葺
き
工
の
林
田
和
典
さ
ん

（
島
原
市
）、
広
告
美
術
工
の

辻

敏
幸
さ
ん
（
佐
世
保
市
）

ら
十
名
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
長
崎
マ
イ
ス
タ
ー
と
し

て
型
枠
大
工
の
村
田
信
夫
さ
ん

（
諫
早
市
）、
広
告
美
術
工
の

田
中
繁
則
さ
ん
（
長
崎
市
）
ら

四
名
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
終
了
後
に
は
長
崎
技
能

士
会
に
よ
る
受
賞
祝
賀
会
が
同

会
場
で
行
わ
れ
、
相
川
哲
男
会

長
か
ら
各
受
賞
者
の
紹
介
と
記

念
品
が
授
与
さ
れ
会
員
の
皆
さ

ん
と
祝
い
な
が
ら
懇
談
を
行
い

ま
し
た
。

（
田
上
）

国
保
組
合
の
補
助
金
を

め
ぐ
る
情
勢
が
不
透
明
で

補
助
制
度
が
大
き
く
変
更

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
中
、

長
建
国
保
に
対
す
る
現
行

補
助
水
準
の
維
持
に
向
け

組
合
で
組
合
員
・
家
族
の

皆
様
に
ハ
ガ
キ
要
請
の
取

り
組
み
を
お
願
し
た
所
、

一
六
、八
五
八
通
の
要
請

ハ
ガ
キ
を
集
約
す
る
事
が

出
来
ま
し
た
。
特
に
中
央
、

大
浦
、
市
南
、
東
長
崎
、

浦
上
西
、
浦
上
東
、
大
村
、

佐
世
保
中
央
、
佐
世
保
東
、

佐
世
保
北
、
北
松
、
平
戸

の
十
二
支
部
が
組
織
の
二
・
五

倍
と
い
う
目
標
を
達
成
し
、
ま

た
、
全
体
で
も
割
当
の
一
〇
〇

％
を
越
え
る
達
成
状
況
と
な
り
、

取
り
組
み
に
対
す
る
大
き
な
力

と
な
り
ま
し
た
。

ハ
ガ
キ
要
請
は
組
合
員
と
家

族
の
声
を
直
接
伝
え
る
運
動
で

す
。
組
合
は
山
の
よ
う
に
届
い

た
ハ
ガ
キ
を
全
て
点
検
し
、
厚

生
労
働
省
、
財
務
省
へ
全
通
投

函
し
ま
し
た
。

今
回
の
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
に

ご
協
力
頂
い
た
組
合
員
・
ご
家

族
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

労働安全功労賞受賞者
本田建設㈱ 本田 英樹 氏（佐世保中央支部）
㈱東部 茅原 一樹 氏（佐世保東支部）
㈲吉元工務店 吉元 隆一 氏（佐世保北支部）
石川建匠 石川 英洋 氏（北松支部）
㈲末永建設 末永 政利 氏（平戸支部）
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諫
早
支
部

平
戸
支
部

佐
世
保
東
支
部

佐
世
保
中
央
支
部

佐
世
保
北
支
部

〜
子
供
た
ち

大
奮
闘
〜

十
一
月
十
八
日
㈰
、
諫
早

パ
ー
ク
レ
ー
ン
に
お
い
て
二
十

八
名
の
参
加
で
青
年
部
発
案
に

よ
る
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

参
加
者
の
殆
ど
の
方
が
「
も

う
何
年
も
し
と
ら
ん

け
ん
、
で
き
ん
ば

い
」
と
言
い
つ
つ
も
、

い
ざ
ゲ
ー
ム
が
始
ま

る
と
、
当
時
を
思
い

出
し
な
が
ら
張
り

切
っ
て
ま
し
た
。
今

回
特
に
印
象
的
だ
っ

た
の
は
子
供
ら
が
両

親
に
手
伝
っ
て
も
ら

い
な
が
ら
一
生
懸
命

投
げ
る
姿
や
、
逆
に

自
分
の
力
で
頑
張
る

姿
、
そ
し
て
、
な
か
な
か
思
い

通
り
に
行
か
ず
イ
ラ
イ
ラ
し
て

い
る
様
子
が
、
と
て
も
微
笑
ま

し
く
思
え
ま
し
た
。
優
勝
は
、

小
長
井
分
会
の
比
嘉
誠
さ
ん
で
、

体
格
通
り
の
パ
ワ
フ
ル
な
投
球

を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。
表
彰

式
で
は
順
位
に
関
係
な
く
全
員

に
賞
品
ゲ
ッ
ト
の
チ
ャ
ン
ス
が

あ
る
よ
う
に
、
ク
ジ
引
き
で
出

た
順
位
の
方
を
表
彰
し
、
当

た
っ
た
方
は
思
わ
ぬ
賞
品
ゲ
ッ

ト
に
喜
び
な
が
ら
、
和
気
藹
々

休
日
の
午
後
の
一
時
を
過
ご
し

ま
し
た
。

（
樋
口
）

十
一
月
十
七
日
早
朝
、
平
戸

を
出
発
し
ま
し
た
。
前
々
か
ら

楽
し
み
に
し
て
い
た
の
で
す
が
、

当
日
九
州
全
土
雨
で
し
た
の
で

少
し
が
っ
か
り
し
な
が
ら
鹿
児

島
に
向
か
い
ま
し
た
。
バ
ス
で

走
る
事
約
五
時
間
鹿
児
島
に
無

事
到
着
。
ま
ず
バ
レ
ル
バ
レ
ー

プ
ラ
ハ
＆
Ｇ
Ｅ
Ｎ
に
到
着
、
九

州
各
地
の
焼
酎
の
麹
菌
は
Ｇ
Ｅ

Ｎ
の
麹
菌
が
使
わ
れ
て
い
る
そ

う
で
す
。
次
に
桜
島
を
訪
れ
ま

し
た
が
、
雨
は
上
が
っ
た
も
の

の
天
候
は
ど
ん
よ
り
と
し
た
雲

に
覆
わ
れ
、
美
し
い
桜
島
は
見

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

で
も
、
展
望
台
か
ら
見
え
た
鹿

児
島
市
内
の
景
色
は
印
象
的
に

残
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
灰
が
目

に
入
っ
て
き
た
の
は
痛
か
っ
た

で
す
。
夜
に
ホ
テ
ル

に
到
着
、
楽
し
い
宴

会
を
終
え
、
皆
さ
ん

夜
の
天
文
館
に
消
え

て
い
き
ま
し
た
。

二
日
目
、
か
る
か

ん
・
薩
摩
揚
げ
、
薩

摩
無
双
の
工
場
見
学

し
、
そ
し
て
最
終
見

学
地
の
知
覧
特
攻
平

和
祈
念
館
へ
訪
れ
ま

し
た
。
自
分
が
昔
か

ら
一
度
は
行
っ
て
み

た
い
と
思
っ
て
い
た

場
所
だ
っ
た
の
で
、

楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
い

ざ
会
館
に
入
っ
て
み
て
、
昔
の

青
年
兵
た
ち
の
手
紙
を
読
ん
で

い
る
う
ち
に
涙
が
出
て
き
て
、

自
分
と
あ
ま
り
年
が
変
わ
ら
な

い
人
た
ち
が
お
国
の
た
め
に
命

と
引
き
換
え
に
敵
の
母
艦
へ
と

突
っ
込
ん
で
い
っ
た
と
い
う
こ

と
を
思
っ
た
ら
胸
が
苦
し
い
思

い
で
し
た
。
二
度
と
こ
の
よ
う

な
過
ち
を
起
こ
し
て
は
い
け
な

い
と
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
昼
食
も
終
わ
り
あ
と
は
無

事
に
平
戸
に
帰
る
時
間
に
な
り

鹿
児
島
を
後
に
し
ま
し
た
。
帰

り
の
バ
ス
は
大
盛
り
上
が
り
で

先
輩
方
が
楽
し
ん
で
い
る
の
が

心
に
残
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の

旅
行
で
は
、
鹿
児
島
の
美
味
し

い
食
べ
物
、
焼
酎
、
二
日
目
晴

れ
て
美
し
か
っ
た
桜
島
、
そ
し

て
平
和
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
知

覧
、
と
て
も
楽
し
い
勉
強
に

な
っ
た
旅
行
に
な
り
ま
し
た
。

（
平
戸
支
部

岡
田

直
人
）

〜
歴
史
と
ロ
マ
ン
と
ト
ラ
ブ
ル
の
旅
〜

佐
世
保
東
支
部
で
は
十
一
月

十
八
〜
十
九
日
に
支
部
旅
行
を

開
催
。
今
回
の
目
的
地
は
、
世

界
文
化
遺
産
で
も
あ
る
日
本
三

景
の
一
つ
、
広
島
県
「
厳
島
神

社
」
で
す
。

皆
さ
ん
の
日
ご
ろ
の
行
い
の

良
さ
か
、
絶
好
の
旅
行
日
和
に

恵
ま
れ
、

い
ざ
出
発
。

茅
原
支
部

長
の
あ
い

さ
つ
も
そ

こ
そ
こ
に
、

バ
ス
の
中

は
乾
杯
の

音
頭
と
共

に
宴
会
場

と
化
し
ま

し
た
。

長
い
道

中
は
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム

な
ど
を
し

な
が
ら
、
最
初
の
見
学
地
、
広

島
の
平
和
記
念
資
料
館
に
到
着
。

長
崎
人
な
ら
長
崎
市
の
平
和
記

念
公
園
は
行
っ
た
こ
と
が
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
同
じ
被
爆
地

で
あ
る
広
島
の
平
和
公
園
を
訪

れ
る
の
は
、
初
め
て
の
方
ば
か

り
で
し
た
。
見
学
を
終
え
改
め

て
戦
争
と
い
う
行
為
の
愚
か
さ
、

原
爆
の
恐
ろ
し
さ
、
怖
さ
を
再

認
識
し
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
厳
島
神
社
。
紅

葉
が
綺
麗
で
混
雑
す
る
と
の
こ

と
な
の
で
、
朝
一
番
で
宮
島
に

渡
り
、
荘
厳
な
大
鳥
居
の
前
で

記
念
撮
影
。
そ
の
後
は
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
に
乗
り
込
み
宮
島
の
山

頂
か
ら
の
絶
景
を
堪
能
。

一
通
り
の
見
学
を
終
え
、
た

く
さ
ん
の
お
土
産
を
買
い
こ
み
、

名
残
惜
し
く
も
宮
島
を
後
に
し
、

今
回
の
旅
行
の
最
後
の
見
学
場

所
、
岩
国
の
錦
帯
橋
へ
到
着
。

築
城
技
術
と
組
木
の
技
法
を
使

用
し
て
造
ら
れ
た
素
晴
ら
し
い

名
橋
を
み
て
、
古
人
の
技
術
力

に
皆
さ
ん
感
嘆
の
声
が
漏
れ
て

い
ま
し
た
。

帰
途
に
着
く
途
中
で
予
想
外

の
バ
ス
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
。
二

時
間
弱
の
足
止
め
と
な
り
、
予

定
を
大
幅
に
遅
れ
て
佐
世
保
へ

の
帰
着
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
バ
ス
で
の
移
動
が
長

く
、
ト
ラ
ブ
ル
に
も
見
舞
わ
れ

ま
し
た
が
、「
こ
れ
も
一
つ
の

思
い
出
」
と
言
わ
れ
、
充
分
に

交
流
も
で
き
、
楽
し
い
旅
行
と

な
り
ま
し
た
。

（
古
井
）

〜
立
花
藩
・
黒
田
藩
巡
り

ソ
ッ
ク
リ
さ
ん
も
同
行
〜

十
一
月
十
日
か
ら
十
一
日
、

隔
年
で
の
開
催
が
定
着
し
て
き

た
佐
世
保
中
央
支
部
旅
行
。
あ

い
に
く
の
空
模
様
で
し
た
が
、

い
ざ
出
発
し
て
み
る
と
バ
ス
ガ

イ
ド
さ
ん
は
県
北
地
区
の
あ
る

女
性
職
員
と
ソ
ッ

ク
リ
。「
な
ん
ね
、

来
と
っ
た
と
ね
、

最
初
見
た
と
き

ビ
ッ
ク
リ
し
た
ば

い
」
と
大
盛
り
上

が
り
で
し
た
。

柳
川
に
入
る
と

芳
し
い
ウ
ナ
ギ
の

香
り
が
漂
う
中
、

北
原
白
秋
の
生
家

か
ら
旧
戸
島
家
住

宅
を
見
学
。
北
原

白
秋
と
言
え
ば
皆

様
ご
存
じ
の
詩

人
・
童
謡
作
家
で

す
が
、
旧
戸
島
家
住
宅
は
立
花

藩
中
老
・
吉
田
兼
儔
の
隠
居
所

だ
っ
た
も
の
が
、
立
花
藩
に
献

上
さ
れ
茶
室
と
な
り
、
後
に
戸

島
家
の
所
有
と
な
り
ま
し
た
。

や
は
り
旧
家
の
造
り
に
は
目
を

見
張
る
も
の
が
あ
る
様
で
、
組

合
員
の
皆
さ
ん
は
熱
心
に
見
学

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ウ
ナ
ギ
の
セ
イ
ロ
蒸
し
に
舌

鼓
を
打
っ
た
後
は
、
山
鹿
を
通

り
杖
立
温
泉
へ
。
経
由
し
た
菊

池
渓
谷
は
紅
葉
が
見
頃
で
、

し
っ
と
り
雨
に
濡
れ
る
木
々
は

大
変
美
し
く
見
惚
れ
る
間
に
ホ

テ
ル
へ
到
着
。
宿
泊
は
熊
本
と

大
分
の
県
境
に
あ
る
ホ
テ
ル
大

自
然
。
反
復
横
跳
び
で
一
汗
流

し
た
後
の
温
泉
と
ビ
ー
ル
は
格

別
で
し
た
。

二
日
目
は
、
樹
齢
数
百
年
の

巨
木
群
・
行
者
杉
に
パ
ワ
ー
を

貰
い
、
九
州
リ
ン
ゴ
村
の
リ
ン

ゴ
狩
り
で
パ
ワ
ー
を
解
放
、
山

盛
り
の
リ
ン
ゴ
が
バ
ス
の
ト
ラ

ン
ク
を
埋
め
尽
く
し
て
ゆ
き
ま

し
た
。

昼
食
に
立
ち
寄
っ
た
秋
月
城

跡
で
は
、
秋
月
黒
田
藩
の
鎧
揃

え
の
武
者
行
列
に
ぴ
っ
た
り
と

重
な
り
、
偶
然
に
も
勇
壮
な
武

者
姿
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

雲
り
空
で
の
出
発
で
し
た
が
、

見
慣
れ
た
感
が
あ
る
ガ
イ
ド
さ

ん
と
共
に
、
二
日
間
の
行
程
を

心
晴
れ
や
か
に
め
ぐ
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

（
小
野
）

佐
世
保
北
支
部
で
は
、
十
一

月
十
八
日
か
ら
一
泊
二
日
で
総

勢
二
十
三
名
の
旅
行
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

今
回
の
旅
行
、
そ
ろ
そ
ろ
隔
年

で
の
開
催
に
し
よ
う
か
と
言
っ

て
い
た
矢
先
に
、
組
合
員
さ
ん

か
ら
の
強
い
要
望
に
よ
り
実
現

し
た
支
部
旅
行
で
し
た
。

最
初
に
訪
れ
た
佐
賀
歴
史
民

俗
館
で
は
、
西
洋
風
レ
ン
ガ
造

り
の
旧
古
賀
銀
行
か
ら
旧
古
賀

邸
・
旧
福
田
邸
と
巡
り
ま
し
た
。

今
ど
き
の
歴
史
館
で
は
色
々
な

催
し
を
行
っ
て
い
る
よ
う
で
、

旧
古
賀
銀
行
で
は
コ
ン
サ
ー
ト

の
リ
ハ
ー
サ
ル
を
、
旧
古
賀
邸

で
は
実
際
に
お
客
さ
ん
が
来
る

マ
ッ
サ
ー
ジ
ま
で
あ
り
、

ち
ょ
っ
と
気
ま
ず
い
空
気
も
合

わ
せ
て
旧
家
の
魅
力
堪
能
し
て

い
ま
し
た
。

高
級
織
敷
物
の
鍋
島
緞
通

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
展
示
品
の

緞
通
よ
り
も
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
内

の
畳
の
不
揃
い
具
合
を
「
こ
れ

じ
ゃ
い
か
ん
」
と
熱
心
に
語
っ

て
い
た
方
も
・
・
・
。

昼
食
を
済
ま
せ
た
後
は
、
清

水
寺
本
坊
庭
園
へ
と
参
り
ま
し

た
。
雪
舟
の
作
と
言
わ
れ
る
本

坊
庭
園
は
大
変
美
し
く
、
日
本

古
来
の
造
園
技
術
の
素
晴
ら
し

さ
を
無
言
で
物
語
る
か
の
よ
う

で
、
そ
の
圧
倒
的
な
存
在
感
を

皆
さ
ん
肌
で
感
じ
取
っ
て
い
た

よ
う
で
す
。

二
日
目
は
、
ま
ず
有
明
漬
本

舗
に
て
お
土
産
の
調
達
を
済
ま

せ
、
柳
川
の
川
下
り
へ
向
か
い

ま
し
た
。

職
歴
三
十
年
を
軽
く
超
え
る

�
自
称
見
習
い
船
頭
さ
ん
�
に

「
あ
ん
た
達
ご
た
っ
と
は
初
め

て
」
と
ニ
ヤ
リ
と
笑
わ
れ
、
一

時
間
弱
の
コ
ー
ス
を
ば
っ
ち
り

二
時
間
か
け
た
優
雅
な
船
旅
は

終
わ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
北
原
白
秋
生
家
と

御
花
を
つ
ら
つ
ら
と
巡
っ
た
後

は
や
は
り
ウ
ナ
ギ
の
セ
イ
ロ
蒸

し
。
ウ
ナ
ギ
で
腹
を
満
た
し
た

後
は
最
後
の
目
的
地
、
神
埼
市

は
九
年
庵
へ
と
参
り
ま
し
た
。

九
日
間
の
み
公
開
だ
け
あ
っ
て

人
も
車
も
溢
れ
返
る
ほ
ど
に
多

く
、
ま
さ
に
人
を
見
学
に
行
っ

た
よ
う
で
あ
り
ま
し
た
。

帰
り
の
バ

ス
で
は
、
佐

世
保
北
支
部

恒
例
の
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
と

ジ
ャ
ン
ケ
ン

ゲ
ー
ム
で
一

同
ワ
イ
ワ
イ

と
盛
り
上
が

り
な
が
ら
旅

の
締
め
く
く

り
と
な
り
ま

し
た
。

（
小
野
）

親子ふれあいボウリング大会美食・焼酎・平和学習の旅

広島・山口県へ

近代和風洋風建築・日本庭園の美を堪能
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2012年の主な出来事2012年の主な出来事2012年の主な出来事

�長建国保保険証検認受付
�所得税一括申告（13日～14日）
�消費税申告受付・一括申告
�後期拡大行動スタート
�建設業許可変更届受付（個人）

�所得税申告受付
�全建総連青協第51回定期大会

（12日～13日）
�各支部賃金活動者会議（16日～29日）
�佐世保市長陳情（20日）
�長建国保第84回組合会（28日）

�建設長崎新春総決起旗開き（5日）
�各支部旗開き（11日～25日）
�中小建設業協会新春研修会・交流会

（20日）
�本部主婦会新年のつどい（24日）
�各税務署交渉（18日～23日）

�国保概算要求はがき要請
�青年技能競技大会（3日）
�九地協企業交渉（7日～8日）
�青年部大会（26日）

�賃金宣伝行動
�春期お得意先回り行動
�第84回メーデー（1日）
�諫早市長要請行動（28日）
�労働保険年度更新受付

�24年度特定健診スタート
�春期お得意先回り
�建設長崎役員研修会（8日）

�各支部住宅デー開催
�全建総連青年技能競技大会

（16日～18日）
�県央振興局交渉（19日）
�本部主婦会日帰り研修会（21日）

�原爆殉難者慰霊祭（8日）
�浦上川万灯流し（9日）
�各支部大会の開催

（20日～9月11日）
�大村市長要請（28日）

�本部主婦会総会（3日）
�国保予算要求中央総決起大会（4日）
�長建国保理事会（10日）
�建設長崎第67回定期大会（14日）
�中小建設業協会第36回総会（25日）
�長建国保第85回組合会（31日）

�国保予算要求はがき要請
�各支部忘年会開催
�島原支部移転お払い（15日）
�福岡国税局交渉（18日）
�仕事納め（29日）

�秋期お得意先回り行動
�佐世保市長・県北振興局要望（6日）
�県北地区労働安全大会（8日）
�ものづくりフェスタ・ガマダス（18日）
�長与町長要請行動（19日）
�長崎県知事要請（27日）

�まちづくり住宅フェア（佐世保会場）
（7日）

�第53回全建総連大会（10日～12日）
�組合員家族大運動会（21日）
�長崎市長要請行動（22日）
�まちづくり住宅フェア（28日）

1
月
睦
月

旗
開
き

2
月
如
月

長
建
国
保
組
合
会

3
月
弥
生

所
得
税
一
括
申
告

4
月
卯
月

役
員
研
修
会

5
月
皐
月

賃
金
宣
伝
行
動

6
月
水
無
月

青
年
技
能
競
技
大
会

7
月
文
月

第
67
回
定
期
大
会

10
月
神
無
月

大
運
動
会

11
月
霜
月

県
北
労
働
安
全
大
会

12
月
師
走

予
算
要
求
行
動

9
月
長
月

住
宅
デ
ー

8
月
葉
月

各
支
部
大
会
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